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(公印及び契印の押印は省略) 

 

高濃度の放射性セシウムが含まれる可能性のある 

堆肥等の施用、生産、流通の自粛について 

 

このことについて、平成 23 年７月 25 日付け 23 消安第 2331 号、23 生産第

3227 号、23 生畜第 929 号をもって、農林水産省消費・安全局農産安全管理課長、

生産局生産流通振興課長、同局農業環境対策課長、同局畜産部畜産企画課長、

同部畜産振興課長の連名で別添写しのとおり通知があったので、貴会関係者に

周知方お願いします。 

このたびの通知の内容は、東京電力（株）福島第一原子力発電所事故に伴う

放射性物質の降下の影響で、原発周辺県で水田に放置された稲わらから、高濃

度の放射性セシウムが検出されており、当該稲わらを給餌された牛のふん尿や

ふん尿から生産された堆肥が高濃度の放射性セシウムを含有する可能性がある

こと、また、原発周辺県の植物性堆肥原料（樹皮、落ち葉、雑草等）から生産

された堆肥についても、同様の可能性があることから、当該牛のふん尿や植物

性堆肥原料から生産された堆肥等が施用・生産・流通することがないよう、別

添のとおり地方農政局等宛て通知したので、本会宛て了知の上、本会会員等に

対する周知を依頼されたものです。 

 

 本件内容の問合せ先 

 日本獣医師会事業担当 長野 

 TEL  03－3475－1601 
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